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CIAO チャオ(仮) 

 株式会社山川商事 

 

１．研究開発の意図及び背景 

 健康で自立した生活を大多数の高齢者が望んでいることは各機関の調査報告で明らかだ。  

 しかしながら一方では、高齢者の乗り物による交通事故が社会問題化しており高齢者の利

用を想定したパーソナルな移動手段は、いかにも老人向けと思われるデザインの３輪自転車

やシニアカーなどが中心だ。健康で自立した生活を目指す高齢者は活動的で社会参加も積極

的であり、その立ち居振る舞いや気持ちは総じて若々しく自動車免許の返納を勧められてい

る高齢者も然り。そのような高齢者へ安全で乗車しやすい３輪自転車を提供するべく本開発

に取り組んだ。  

 

２．研究開発の内容 

  高齢者へ安全で乗車しやすい３輪自転車を提供すべく本開発に取り組んだ。現在、市場に

出回っているほとんどの三輪自転車は、スイング機構を有した構造になっている。しかしな

がらこの構造では二輪自転車同様にある程度のスピードを保持し且つ、バランスをとって乗

車する必要がある。二輪自転車の運転に問題を抱える高齢者のほとんどは脚力が弱く、継続

してスピードを保持すること、バランスをとって乗車することが難しく、結果バランスを失

い転倒する問題を抱えている。  

  このような問題を解決すべく低速走行でも車体が安定し、バランスをとって乗車する必要

のない安全な車両開発を行ってきた。  

 

 

 

３．研究開発の成果 

若い世代にも受け入れられるデザインの車両が完成しました。車両寸法は JIS 規格範囲内で収め

たうえで、転倒しにくい車両となっている。しかしながら乗車方法によっては転倒の可能性があるため、

購入を検討しているユーザーには試乗できる環境を整え、販売する際には本製品の特性を十分に理

解いただいたうえ購入いただくような取り組みを行なう。成果として、走行可能な試作品を完成すること

ができた。 



４．業界等において今後予想される効果 

  運転免許返納後の移動手段に困り、免許返納をためらっている高齢者の新たな移動手段と

することで免許返納が少しでも多くなることに期待する。また自転車を漕ぐことは運動不足

になりがちな高齢者の運動不足を解消でき健康寿命が延びることにも期待する。  

  当社のような独自路線の製品が今後増えていくことにも期待し、ユーザーの選択肢が増え

ることを望む。           



LAND WALKER TANDEM & CARRY 

 ケイズ技研株式会社 

 

１．研究開発の意図及び背景 

意図： 

 ・利用時に温室効果ガス（Co２）を排出しない 

 ・運転免許不要で、多くの人が運転／乗用できる 

 ・省スペースの保管場所 ＝ 畳一枚程度（1.9ｍｘ0.6ｍ）の広さ 

 ・保険料／維持費が少なくて済む 

 ・騒音を出さない 

 ・近隣の自転車取扱店で購入／点検／調整／修理を受けられる 

 等々の便利さと長所を基本的に備えている従来の自転車（機能）をベースに、 

 〇運転できる方なら老若男女どなたでも活用できる 

 〇悪路／斜面／凸凹路面／コーナリングの高い走行安定性（特に低速でも） 

 〇簡便に操作できる安定した停止／駐輪機能 

 〇合法的に成人の二人乗りが可（現在２３都府県 ⇒ 増加傾向）＝ タンデムタイプ 

 〇比較的大容量の荷物を積載できる ＝ キャリータイプ 

 の「後２輪式電動アシスト３輪自転車」を開発／商品化することで、 

 ※一般家庭でも活用できる利便性の高い「ニューモビリティ」を世界に提供する。 

 

背景： 

 目下地球規模で進行中の地球温暖化と高齢化社会では、多くの人々が利／活用できる、 安価

で走行安全性が高い低公害の「日常生活に役立つ、働く自転車」の需要が大きくなってきている。

当該自転車を提供することで、上記の問題の抑制と社会に貢献する。 

 

２．研究開発の内容 

・車体の揺動を安定させるハイドロシンクロリーン機構（特許出願済）を後２輪に装備し

て、悪路／斜面横切り／コーナリング時の車体のふらつきを抑え、走行安定性と操縦容易

性を両立。歩行困難者を同乗者として、安全／安心／快適に移動／送迎する。  

・上記シンクロリーン機構の効果で、２輪自転車を運転できる方であれば違和感なく運転

可。  

・タンデム（２名乗車）タイプとキャリー（荷物運搬）タイプが、一つの車体で具現化。  

・タンデムシートと荷台（及びオプション装備のペットケージ）は、交換装着可。  

 

 

 



３．研究開発の成果 

◎ランドウォーカー・タンデムタイプとキャリータイプ共通の研究開発成果と課題： 

・前席に成人を同乗させての走行試験で、ハイドロシンクロリーン機構が車体のふらつきを抑え

る効果は確認できた。 

課題…現段階では、縦回転式ハンドルと路面の傾斜（水勾配や段差）及びコーナリングとの相

性（バランス）が不完全である。「シンクロ動作速度／範囲調節バネ」と前輪スタビライザ

ー用バネを種々試したが、現開発車の性能のままではまだ販売できるレベルには至って

いない。 

今後引き続いての改善改良が必要。 

・チェーン連動により操舵前輪を作動させる「縦回転式ハンドル」が、バックラッシュを感じることなく

操作でき、ハンドル操作角と操舵輪の切れ角にも差異は感じない。 

課題…縦回転操作する操舵ハンドルのため、ブレーキワイヤーや電動アシスト用ケーブルの上

下移動範囲が広くペダリング時に邪魔になる。 仕舞方法を考慮した設計変更が必要。 

※ その他、課題として、各部に改良のための設計変更を必要とする箇所が多数見られた。 

1. 前端ノーズの脱着可能化・・・キャリータイプでは全く不要 

2. その他、重量過多／もう少し短く／車輪の泥除け追加／車体端部に角部が多い・・・等々 

〇上記の成果と課題は、改善改良を施した量産試作車を製作し、数値的に比較／検証する。１） 

 

４．業界等において今後予想される効果 

本開発車の商品化が完了／発売された暁には、従来自転車以上の重量（成人）や大容量の荷

物を運転免許不要で移送できる軽便な自転車型の「ニューモビリティ」として、自転車業界は勿論、

社会全体で重宝がられると予想する。 

 

ランドウォーカー・タンデム／キャリータイプ試作車の完成写真 

      タンデムタイプ                キャリータイプ（ペットケージ上架） 



P-fric(ピーフリック) 

 株式会社唐沢製作所 

 

１．研究開発の意図及び背景 

当社は、1928 年に世界初の自転車用バンドブレーキを開発して以来、一世紀もの間、軽快車等の

自転車に利用され続けており、長い年月をかけ蓄積されたブレーキ開発のノウハウを生かし、自転車

用ブレーキにとどまらず多くの製品を提供している。昨年（2020 年）創業 100 年目を迎える節目として、

以前から研究開発を続けてきた各種ブレーキシューの素材は多岐に渡るが、小径でも高トルクを維持

できるフェノール樹脂製ライニングを独自開発し、それを使った前後取り付け可能でメンテナンスレス

な軸制動型ドラムブレーキを開発する。 

 

   

 

２．研究開発の内容 

① 重量が重くなり、平均スピードが増す電動アシスト付き自転車のブレーキ 

近年、需要が拡大化する電動アシスト付き自転車は、一般車のみならず、スポーツ車やシティバ

イクにも実装されることが多くなってきた。また、高齢者の自動車運転免許の返納者などが、次の移

動手段として使う例も多くなってきている。重くスピードが出る自転車に熱の影響を多大に受ける摩

擦系ブレーキは制動力が低減し場合によっては、安全に止めることができないこともある。よって、摩

擦に依存するブレーキではなく、ドラムに圧力をかけトルクを低減させるブレーキを実現する。 

 



② メンテナンスレス 

ドラムをハブ側ではなくブレーキケース側に取付けることで、自転車フレームの歪みやひねりに影

響を受けないブレーキ装置のアッセンブリを実現する。 

 

③ 小径で軽いブレーキ 

摩擦系ブレーキはトルクを出すために直径を大きめに設定していたが、①にも示しているように圧

力でトルクを低減しブレーキをかける仕組みのために、できるだけ直径を小さくし重量も軽いブレー

キを実現する。 

 

④ フェノール樹脂のライニング 

上記①〜③を実現するために必須なのが軽く強いフェノール樹脂のライニングの実現である。 

基礎研究では加圧による減りや、摩擦係数の数値による高トルクをかけることができることがわか

っている。また、有害物質が一切含まれておらず、リサイクル可能な素材である。 

これをブレーキライニングとして使えるよう応用研究が必要である。 

 

⑤デザイン性 

キャリパーブレーキ、V ブレーキと違い、この類のブレーキにはデザイン性に対する意識が低い。 

当製品は前後の車輪に取り付けられるようにするため、特に前輪部はブレーキの存在が目立つ。 

よって、意匠性（デザイン）の高い外観を有することで、スタイリッシュな自転車に適したものにして、

より広くユーザーに受け入れられるようにする。 

 

３．研究開発の成果 

① フェノール樹脂（PF)ライニング技術について、最終的には２種類の形状タイプを試験しセンターク

ランク押し上げ部とライニング部を一体成型したものが、強度的にも優れており、ライニングを抑え

るガイドとの隙間で程よいガタつきがあることで、トルクをかけた際にライニングがズレてサーボ効果

が発揮できることを確認できた。 

 

② ハブリングとドラムの噛み合い、整合性ハブリングは試作段階では切削加工だったので、当初予

定していた凹ギアの寸法では角フィレットの関係上、ハブリングとドラムの噛み合いが浅くなり、横

衝撃で外れてしまう現象を確認したので、加工上の角フィレットの影響を受けないようハブリングの

深さを増やすなどの工夫をした。 

 

③ ドラムをケース側にはめ込み、ブレーキ本体を完全一体化することが目標であったが、意外とドラ

ムをどうケースにはめ込むか？が難儀だった。結果、ブレーキケース裏側にドラムが抜けないよう後

付けのキャップをするだけで、ブレーキをハブリングにはめ込んだ時点で、ある程度ドラムがセンタリ

ングされることを確認した。ライニングはライニングフレームがケースに固定されているので、ドラムと

ブレーキケースがセンタリングされた時点で、ドラムとライニングのクリアランスが確保できることを確

認した。 



④同機構で、フロントブレーキの試作も行い取付には問題ないことを確認したが、ブレーキカバーが

勝手違いとなるので、今後の開発で「フロント・リア共通カバー」の形状が量産的にも必要と感じた。 

 

⑤ 今後はこの試作で得た知識やノウハウを量産設計に活かしていきたい。 

 

⑥ コロナ禍中の開発作業だったので、金型製作や材料流通に影響が出てしまい、急遽切削対応を

余儀なくされ、追い込み作業になってしまったのがとても大変であったが、#2000 アルミ切削パーツ

が焼結パーツの代替えになるなど、コスト的にもメリットのある製法に気付けた。 

 

４．業界等において今後予想される効果 

①  P-fric の商品告知は、4 月中旬に弊社 Web サイト及びリンクしている SNS で公開予定

である。その際、受注生産方式にて告知を行い、問い合わせなどの様子を見ながら、2021

年 9 月頃、メーカー販売価格の設定を行い正式に販売予定である。  

 

②  本格的な量産計画は 4 月〜6 月に完了させ、随時量産予定である。  

 

③  この開発事業期間に、大手販売メーカーや大手自転車メーカーより良いブレーキコンポ

ーネントがないか？問い合わせが多数あり、理由を聞くと特に電動アシスト自転車に新

たな開発の動きがあり、それに適合するブレーキパーツを模索しているという事だった。

その中で某大手自転車メーカーと P-fric ブレーキコア（ブレーキケース以外）の検討が

開始されており、メーカーOEM となるがかなりの量産数が期待できる。  

 

④  自転車以外にも、大手小型モビリティ開発メーカーから、ブレーキ提供の問い合わせが

ありフェノールライニングの絶縁性と硬度が高評価を得ており、今後自転車以外のブレ

ーキ装置としても期待が持てる。  

 

⑤  その他、弊社では 2019 年から「BRAKE-MAKER.com」というブレーキ装置の開発受託

web サイトを運営しており、その Web サイトを通じて、ロボットメーカーや産業機械メ

ーカーより、ブレーキ装置の開発依頼が 5 件 /月の割合で問い合わせが入ってきている。

その中でフェノールライニング及び機構技術の紹介をさせていただいたところ、高評価

をいただいている。  

 

⑥  中国大手自転車メーカーより弊社バンドブレーキの性能向上開発依頼もあるが、P-fric

の紹介も積極的に行い、唐沢中国と連携しグローバル市場に向けて商品を展開していき

たい。  



TRIKE-LAVIEN 

株式会社 T-TRIKE （旧豊田 TRIKE 株式会社） 

 

１．研究開発の意図及び背景 

１）開発のきっかけ 

 

 

 

 



２）開発の狙い 

 

 

３）お客様の声（販売店様へのヒヤリング 大手 10 社） 

 

 

①後輪 3 輪⇒2 輪化      ②デザインイメージ  

次試作車完成（ 年



２．研究開発の内容 

１）シニアシルバー用導入の SWOT 分析 

 

 

２）開発達成度 

 

 



３．研究開発の成果 

１）2020 年 6 月 

 

２）2021 年 11 月 

 

 



３）2021 年 3 月 

 

 

４．業界等において今後予想される効果 

 
 


